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が
醒
め
て
見
る
と
之
を
携
え
て
居
る
事
は
極
め
て
僅
少
で
間
は
欺
附
替
迷
の
目
的
物
と
な
1
リ
が
し
そ
れ
に
鱗
一
斉
せ
ら
れ

0

0

0

0

c

o

 

あ
る
。
そ
れ
か
ら
強
脱
出
す
る
に
際
し
耳
の
中
仁
於
て
最
絞
る
も
の
で
あ
る
。
普
人
は
吾
人
の
夢
の
中
仁
あ
る
形
象
が

の
句
が
響
く
な
ら
ば
奇
人
は
そ
れ
が
会
然
無
意
義
で
あ
る
猿
限
生
活
の
時
の
形
象
と
如
何
に
異
な
る
か
を
決
し
て
疑

の
を
接
見
す
る
。
或
は
叉
五
口
人
以
夢
の
中
仁
於
て
歪
資
杢
一
一
は
な
小
。
或
は
叉
無
意
識
的
の
同
憶
作
用
見
歩
の
中
広
於

震
な
科
感
的
後
見
を
な
し
そ
れ
に
就
を
治
々
一
場
の
演
説
一
て
胤
趨
ら
な
い
し
、
よ
し
叉
起
つ
文
に
せ
よ
そ
は
極
め
て

を
な
す
が
、
後
に
発
離
し
て
見
る
と
そ
れ
が
亦
不
成
立
の
一
稀
仁
起
る
の
で
あ
る
。

3
う
し
て
若
し
号
此
の
や
う
な
獄

唱
の
で
あ
る
を
知
る
の
で
ゐ
る
。
断
定
の
此
の
種
の
紋
損
一
態
が
京
市
北
な
ら
ば
そ
れ
肱
通
常
戯
施
陛
の
瞬
間
が
来
つ
北
と

は
時
と
す
る
よ
」
強
制
舵
後
迄
引
糠
営
、

3
う
し
て
赫
々
、
文
る
一
い
ふ
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
(
未
完
)

日
光

2・
Z頃
仁
及
ん
寸
先
の
立
振
な
意

T
-笠
は
三
一

l
i
j
i
i
l
i
-
-
j
i
l
l
j
l
j

女
の
債
依
の
な
い
唱
の
で
あ
っ

-Y
の

を

後

見

す

る

の

で

あ

…

弘

へ

!

ゲ

ル

の

岡

家

観

る

。

此

の

種

の

無

意

義

な

事

を

考

へ

る

と

い

ふ

事

と

次

の

一

，

)

4

u

J

H

q

h

-

1

仏へ
Rμ

や

う

な

現

象

喝

類

似

す

る

の

で

あ

る

。

そ

れ

は

一

に

は

吾

一

本

H
μ
左
手
一
刻

人
白
ら
の
戚
品
川
や
戚
獲
を
客
悲
し
す
し
、
こ
に
は
何
一
木
善
器
薬
害
笠
載
せ
る
「
十
八
世
紀
画
家
賢
と

等
か
に
麟
恕
を
桁
互
聞
に
有
す
る
所
の
人
物
を
し
て
相
互
一
其
反
動
L

の
綴
稿
な
り

に
安
際
せ
し
め
大
t
リ
し
、
一
こ
に
は
普
人
自
身
の
人
絡
が
混
同
一
個
人
主
義
的
思
潮
と
英
反
動
的
傾
向
と
の
ジ
ジ
セ
ジ

λ
は

人
仁
針
立
す
る
所
的
他
の
唱
の
-h
や
う
に
見
え
る
と
い
ふ
一
へ

l
グ
ル
の
法
律
哲
摩
で
あ
っ
柱
、
彼
、
が
従
来
の
関
家
皐

事
f

で
あ
る
。
此
の
如
く
で
あ
る
か
ら
ス
夢
の
中
に
於
け
る
表
一
読
仁
反
訴
し
大
る
鯖
は
岡
家
を
以
て
人
工
的
識
は
恵
強
的

象
の
結
合
作
用
は
去
の
谷
個
の
表
象
と
同
様
い
K

幻
傍
的
牲
の
-
唱
の
と
な
し
、
之
を
開
単
純
な
る
手
段
方
僚
主
」
見
倣
し
み
ル

c

c

c

c

o

C

E

む

0

0

0

0

質
を
帯
ぴ
る
の
で
あ
る
。
若
人
目
睡
眠
を
な
し
つ
h
あ

る

る

仁

あ

b
、
併
し
個
人
本
位
で
あ
よ
り
、
縫
っ
て
岡
家
を
器

雑

鋒

械
腕
し
允
る
従
来
の
閥
・
法
的
学
者
の
、
所
謂
必
要
図
家
、
理
彼
は
ア
ダ
ム
ミ
ユ
テ
}
正
等
し
く
図
家
を
説
明
し
て
絡
調

性
問
家
は
、
彼
の
叉
能
く
解
し
十
一
所
で
あ
る
。
か
く
し
て
不
易
の
目
的
自
憾
な
た
ソ
三
一
五
ひ
し
号
、
ル

y
y
I
K
訴
し

れ
公
民
一
枇
舎
は
全
然
従
腐
の
関
係
に
置
か
れ
、
個
人
の
生
存
一
て
は
非
難
攻
撃
の
失
を
放
っ
大
。
郎
も
ル
ヅ
ソ
ー
に
擦
れ

幸
一
胸
、
設
丘
北
(
の
絵
律
上
の
存
在
は
、
世
合
会
館
の
存
在
一
ば
総
意
思
は
唯
各
個
人
の
意
思
の
総
加
セ
る
仁
止
ま
ゐ
叉

幸
一
想
以
仁
一
様
利
之
浪
治
せ
ら
れ
、
然
活
濁
s

り
此
関
係
に
於
一
一
位
合
契
約
は
自
由
意
思
の
上
仁
築
か
れ
従
っ
て
中
必
と
な

て
の
み
貸
現
せ
ら
れ
叉
保
障
せ
ら
る
h
の

で

あ

る

。

了

'
Q

可
を
権
威
が
な
い
と
一
五
つ
犬
。
叉

A
Y
-
ァ
ー
に
向
っ
て

カ
シ
ト
仁
於
け
る
が
如
く
八
!
グ
ル
仁
取

b
て
も
、
本
同
一
ー
は
、
岡
家
の
令
理
性
を
重
樹
し
、
閥
家
の
様
カ
は
決
し
て

家
は
(
法
律
に
よ
っ
て
自
由
意
思
の
認
め
ら
る
、
範
甑
仁
一
専
躍
的
の
が
も
の
仁
ゐ
ら
ふ
少
し
て
、
理
性
夫
れ
白
樺
の
護
現

於
て
)
絵
律
閥
家
f

で
あ
る
、
併
し
へ
!
グ
ル
が
カ
ン
卜
と
で
あ
る
乙
と
を
設
い
の
仏
の
で
あ
る
。

大
に
艇
を
異
に
し
柁
る
紡
は
自
由
意
思
の
合
理
性
総
意
思
同
家
以
道
徳
仁
ょ
っ
ず
で
其
の
直
援
の
存
在
を
有
し
、
個
人

の
観
念
に
就
い
て
極
め
て
呉
回
円
で
あ
っ
た
乙
と
で
あ
る
の
意
識
ド
よ
っ
て
其
の
間
接
の
存
在
を
有
す
る
の
で
あ
る

而
し
て
彼
に
擦
れ
ば
、
自
由
意
以
以
濁
ム
リ
家
族
仁
始
ま
t
リ
閥
家
仁
在
b
て
自
由
は
其
最
高
の
機
利
を
一
部
し
、
岡
家
は

問
家
に
終
る
所
の
会
倫
理
非
(
ロ
凸
吋

m
E
N
g
m一件付一一
n
v
g

個
人
仁
川
到
し
て
此
主
口
問
の
様
を
行
ふ
が
故
に
、
個
人
最
高

考
会
)
に
在
。
て
の
み
賛
現
せ
ら
る
L
B

の
で
あ
る

0
3
れ
の
義
務
以
従
っ
て
図
家
の
一
員
と
な
台
岡
家
に
一
身
を
一
束

ば
へ

l
グ
ル
仁
取
J

り
て
は
岡
家
拡
偶
生
物
に
あ
ら
、
下
し
て
献
す
る
仁
あ
ム
ツ
0
3
れ
ど
八
}
グ
ル
院
決
し
て
ア
ダ
ム
ミ

必
然
の
成
果
文
ん
匹
、
岡
家
綜
理
性
夫
れ
自
刷
版
仁
し
て
叉
道
ユ
一
ア
一
流
の
ロ
!
マ
シ
チ
カ
}
の
岡
家
離
を
抱
け
る
仁
あ

徳
夫
れ
白
身
で
あ
る
、
岡
家
総
踏
志
の
作
物
に
あ
ら
歩
し
ら
ホ
ー
し
て
、
グ
一
ア

y
ジ
ヅ
グ
の
思
想
観
念
を
抱
い
で
ほ
m
J
っ

て
倫
理
思
恕
其
の
唱
の
弘
毅
綴
ー
で
あ
る
閥
家
ほ
倫
理
的
完
投
の
で
あ
る
。
故
に
彼
は
蒋
蒙
の
思
想
に
反
罰
す
る
と
共

全
世
界
に
し
て
叉
地
上
の
上
帝
で
あ
る
0
1

仁
叉

p
l
マ
シ
チ

l
グ
の
主
観
的
専
制
仁
抵
抗
し
柱
。
而

雑

餓

五

λ
九

. -
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し
で
一
掬
立
一
戦
争
に
ぷ

6
濁
逸
人
の
必
被
じ
閃
め
き
た
る
図
の
輩
凶
と
健
全
な
芯
基
礎
と
将
来
と
bι

洞
察
し
得
、
花
の
ぜ

家
的
観
念
の
如
き
は
印
ち
彼
の
期
待
し
叉
一
袋
望
し
北
所
で
あ
っ
花
。

あ
る
。
然
合
、
此
の
鮪
に
へ
!
グ
ル
の
法
律
哲
尚
尚
子
閥
家
詑
-
彼
の
接
待
哲
皐
の
序
合
一
日
に
有
名
な
然
活
屡
々
攻
撃
の
的
と

皐
と
普
魯
士
闘
と
の
思
想
上
の
予
繋
、
必
理
上
の
漣
絡
を
一
な
る
つ
合
理
的
の
刃
も
の
は
現
安
な

b
現
貨
は
邸
も
合
理
的

接
見
し
得
る
の
で
あ
る
、
品
目
備
管
士
に
取
っ
て
特
に
喜
ぶ
可
一
な
よ
リ
し
E
仁
一
再
ふ
丈
句
が
あ
る
。
而
し
て
普
魯
士
に
於
て
脅

さ
は
唯
其
書
、
が
伯
林
に
於
て
佑
林
の
一
教
授
に
よ
っ
て
品
一
一
日
一
時
現
在
せ
し
唱
の
は
反
動
で
あ
る
が
故
に
現
一
貨
の
稀
讃
者

か
れ
芋
乙
云
ふ
に
止
ま
ら
、
下
し
て
、
へ
!
グ
ル
が
其
胸
中
)
た
る
彼
は
反
動
家
と
な
る
の
危
険
な
る
仁
あ
ら
み
少
、
資
に

に
拙
い
セ
所
の
隣
家
以
、
貨
は
普
魯
士
其
の
沖
も
の
で
あ
っ
彼
が
一
丸
信
然
此
誘
惑
、
を
苑
れ
な
ん
、
だ
毛
の
と
は
一
石
川
μ
れ
ぬ
良

化
と
一
五
ふ
乙
之
で
あ
る
o

ハ
イ
ム
は
彼
を
蹴
っ
て
斯
う
一
五
必
も
亦
習
慣
に
右
左

3
る
h

が
如
〈
閥
家
紋
美
穂
威
を
以

つ
松
川
つ
へ

1
グ
ル
の
法
律
哲
皐
に
あ
ー
リ
て
は
美
し
き
古
代
て
(
個
人
の
自
由
を
危
害
し
っ
安
一
耀
」
は
個
人
を
包
容
す
と
は

の
閥
家
は
醜
〈
、
竜
泉
く
白
く
塗
ら
れ
で
了
つ
花
し
と
、
個
人
を
以
て
隷
局
的
の
分
子
と
見
倣
す
a

八
1
グ
ル
の
膝
史

併
し
此
皮
肉
な
る
吉
業
の
中
に
浴
め
み
芹
意
地
を
棄
て
、
主
義
を
説
明
す
る
・
も
の
で
あ
る
。

る
卒
に
冷
静
に
批
評
し
て
乙
そ
、
始
め
て
へ

l
グ
ル
の
異
然
る
に
精
紳
は
議
炭
其
の
が
も
の
で
あ
る
、
共
の
本
性
は
白

債
を
窺
ぴ
知
る
乙
と
が
出
来
よ
ヲ
。
普
魯
士
は
一
八
二

O

由
，
で
あ
る
、
従
っ
て
世
界
史
k

自
由
の
意
識
に
於
け
る
迩

年
メ
汐
テ
ル
コ
ヒ
仁
感
b
て
反
動
的
政
策
を
取

b
、
其
の
歩
之
、
自
由
の
観
念
の
護
炭
以
外
に
何
も
の
を
唱
意
味
す

議
設
問
題
に
聾
す
る
態
度
は
脆
弱
、
無
見
識
、
狼
狽
訟
に
込
も
の
で
は
な
》
。
へ
!
グ
ル
の
膝
由
民
哲
皐
の
本
務
は
可

動
揺
の
印
象
を
典
ヘ
従

3
れ
ば
皮
誌
な
る
観
察
家
が
其
の
瞭
」
史
の
白
由
議
反
の
経
過
を
専
援
的
に
論
断
す
る
に
あ
ら

内
部
の
勢
力
を
着
遜
し
士
の
は
無
理
N

も
な
い
。
併
し
ヘ
ー
や
ノ
し
て
、
時
代
の
“
歴
史
的
智
識
に
基
い
て
思
量
す
る
に
あ

グ
ル
は
之
に
反
し
て
此
反
動
此
狼
狽
の
中
に
白
か
ら
充
分
る
の
で
あ
る
、
各
関
家
的
組
織
の

E
理
と
自
主
薬
の
民
族

的
特
徴
設
に
個
鱒
悦
は
、
伎
の
謄
史
哲
噂
の
明
白
に
認
り
る
に
歪
つ
食
。
而
し
て
異
正
な
る
哨
哨
ゆ
噺
喰
叫
ぽ
叫
頃

る
所
，
で
あ
る
、
彼
拡
叉
濁
立
保
持
の
乎
段
と
し
て
・
戦
争
の
唄
岐
市
、
法
り
べ
噴
悦
吋
叫
J
V
J川
J

唱
味
dJ
崎
中
壮
長
官
市
A
W

高
備
な
る
意
義
を
唱
認
め
セ
。
彼
は
ジ
ル
ブ
!
と
等
し
く

-
W
F
川市吠枇略的市一品ハム
W
-
幣
儲
J
3峨
以
J
-

れ
'
ぺ
味
一
吠
哨
巾
…
湖
、
い
品
川
(
崎

戦
争
を
以

τ人
類
を
刺
激
す
る
原
動
力
な
ん
と
し
允
o

併
一

J
Y叫
唯
州
噺
壮
!
日
明
嶋
崎
峨
，
山
、
消
J

一
明
北
川
嚇
J川、吹
J
W
・一味陽

し
幾
多
の
民
族
精
紳
は
唯
一
度
時
代
を
作
L
q
唯
一
同
世
界
一
の
如
く
宗
数
革
命
は
此
新
世
界
を
照
し
北
の
で
あ
っ
セ
・
。

的
民
挨
党
る
を
以
て
一
、
ヵ
シ
ト
の
如
く
永
久
の
卒
和
は
こ
其
内
容
は
っ
各
人
須
ら
く
己
の
信
事
J

る
所
に
従
っ
て
申
問

I
グ
ル
の
目
的
と
す
る
所
で
な
い
。
臆
史
目
的
夫

2
7
4し
し
と
一
去
に
あ

b
、
出
議
自
家
の
絶
封
的
機

憾
で
あ
2

り
且
つ
究
極
の
典
掠
r

で
あ
る
、
絶
封
精
神
の
中
根
一
成
を
調
停
し
精
-W
自
由
の
原
則
を
世
界
的
じ
臆
崩
し
な
る

で
あ
L
q
立
つ
其
構
成
の
費
税
で
あ
ム
ソ
一
真
相
で
あ
る
o

世
界

J
は
宗
数
革
命
の
事
業
に
し
て
叉
其
の
懇
げ
得
セ
る
成
績
で

史
の
進
動
は
初
め
て
-
東
洋
に
起
つ
文
設
に
於
て
は
歴
史
は
あ
る
、
之
に
反
し
て
沓
訟
の
世
界
拡
退
嬰
の
無
に
蔽
は
れ

幼
税
時
代
に
暦
し
個
人
は
不
自
由
に
し
て
主
術
者
の
み
自
民
甘
迷
の
境
仁
一
枕
む
に
至
つ
・
記
。

由
を
享
け
得
允
の
で
あ
る
o

希
換
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
る
斯
の
如
き
は
悶
よ
み
反
動
家
の
凄
で
は
な
い
、
叉
現
放
維

、
焼
二
期
は
づ
主
税

LZ1安
在
L

と
の
自
然
的
合
一
手
見
る
持
の
概
念
，
で
は
な
い
、
八

i
グ
ル
の
中
古
拙
に
奮
教
に
調

印
川
の
美
し
き
自
由
の
世
-
界
で
あ
っ
北
o

ロ
ー
マ
帝
闘
は
主
ず
る
態
度
及
び
宗
教
革
命
に
於
け
る
自
由
精
紳
の
稀
揚
と

に
英
の
経
年
時
伐
に
し
て
、
)
方
に
於
て
一
帝
王
の
絡
調
零
重
と
は
、
彼
を
し
て
故
ら
仁

p
l
マ
シ
チ
カ
1
の
歴
史

植
は
個
人
鼓
に
人
民
を
座
服
す
1
0
E
C
共
仁
、
絡
劉
的
人
格
的
観
念
よ
J

り
遠
ぎ
か
ら
し
め
主
の
で
あ
る
。

の
自
由
は
絵
徐
に
よ
っ
て
認
め
ち
れ
た
o
'
併
(
専
制
と
之
(
参
照
)
・

に
基
く
必
抑
の
苦
痛
z
L
C

拡
真
に
一
日
府
高
等
な
る
精
紳
界
説
同
家
は
精
紳
其
の
毛
の
、
事
務
以
頴
な
L

リ
、
精
締
に
し
て
自

に
基
督
教
闘
を
滋
与
で
橋
脚
の
白
由
啓
援
を
要
墜
せ
し
む
然
の
よ
ド
在
る
如
く
岡
家
は
物
質
的
生
活
の
上
仁
在
'
り

溜
『
占
刈
〕

雑
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雑

総

二
七
四
節
追
加
)

同
家
の
目
的
と
す
る
所
必
民
の
安
寧
一
服
枇
を
計
る
に
あ

F

り
と
は
口
県
理
な
y
り
、
若
夫
れ
閥
家
に
し
て
人
民
の
所
期

に
副
ふ
能
は
歩
其
の
希
望
を
摘
す
能
綜
?
と
せ
ば
、
新

か
る
岡
家
は
極
め
て
不
安
な
る
基
礎
の
上
に
立
て

6
と

一
五
は
ぎ
心
可
か
ら
み
F

(
第
二
六
五
節
追
加
)

閥
家
公
共
の
事
項
仁
闘
し
個
人
の
剣
断
意
見
及
ば
助
山
一
一
口

の
提
供
を
意
味
す
る
所
の
主
観
的
自
由
は
、
輿
論
の
形

般
に
於
て
表
明
せ
ら
る
、
輿
論
は
絡
調
資
質
輿
圧
の
要

素
を
匂
合
す
る
と
共
に
、
多
数
者
の
濁
立
せ
る
部
分
的

特
異
の
品
目
山
口
凡
を
浪
有
せ
る
対
も
の
な
A
ノ
、
(
第
三
十
六
節
)

左
れ
ば
邸
内
論
拡
絶
濁
に
異
盟
仁
あ
ら
才
る
と
北
ハ
仁
絶
濁

仁
訣
れ
'hIfL
一
五
立
が
可
か
ら
・
ず
、
然
t
リ
而
し
て
此
輿
論
の

奨
俄
を
列
断
し
玉
石
を
耕
別
す
る
は
是
れ
偉
人
の
事
・
な

b
、
時
勢
i
L
輿
論
が
仰
を
意
味
し
何
を
要
求
す
る
か
を

看
取
し
て
以
て
之
を
時
代
仁
告
?
る
唱
の
印
私
是
れ
時

代
の
偉
人
な

b
、
(
第
三
十
八
節
追
加
)

-
4
2
 
HI 

五
九
三

自
序
に
擦
る
に
本
書
の
目
的
は
、
第
一
特
別
の
問
題
と

関
係
な
き
、
一
般
的
に
重
要
な
る
問
題
に
注
意
を
向
け
、

第
二
史
皐
の
皐
生
設
に
碗
究
者
の
符
に
近
代
の
史
料
放
仁

'
熟
考
書
を
説
き
て
濁
立
梼
究
内
第
一
歩
を
容
易
な
ら
し
め

第
三
範
図
を
限
ム
ソ
て
一
の
参
考
書
を
作
ら
え
と
す
る
に
み

ら
と
一
五
ふ
。
査
し
、
近
世
史
梼
究
の
序
論
と
し
て
必
袋
な

る
潟
般
の
問
題
を
説
明
せ
え
乙
と
は
到
鼠
…
容
の
堂
誌
の

能
く
す
可
き
鹿
に
あ
ら
な
れ
ば
、
著
者
は
郎
も
範
闘
を
限

'otる
な
ら
ん
。
か
く
て
、
先
づ
第
一
応
論
越
を
避
け
文

る
は
歴
史
哲
皐
上
の
問
題
に
し
て
、
著
者
は
之
を
バ
ル
シ

ハ
イ
ム
設
に
テ
シ
グ
ロ
ア
、
セ
ニ
ヨ

l
M小
の
著
書
に
之
を

譲
れ
1
9
0

叉
詳
細
な
る
史
籍
目
録
も
勿
論
必
要
な
れ
ど
、

既
に
〆
!
ル
マ
ン
、
ワ
イ

γ
濁
逸
史
籍
目
銭
第
七
肱
モ
F
A

I
保
闘
史
籍
目
鍬
新
版
等
に
照
ず
号
、
乙
れ
一
人
の
カ
の

能
く
し
得
可
を
鹿
に
あ
ら
合
れ
ば
と
て
、
之
が
記
述
を
避

け
北
J

り
。
而
し
て
著
者
は
叉
専
ら
政
治
史
の
方
面
に
の
み
'

そ
の
力
を
註
げ
る
が
、
而
"
も
本
支
は
菊
鼠
に
て
レ
七
百
四
十

五
頁
仁
上
ιリ
、
ペ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
第
五
六
肢
の
ど
百
九
十

八
頁
な
る
じ
比
し
て
、
五
十
鈴
頁
の
差
あ
る
の
&
。
そ
の

う

五九一一一

92 

左
れ
ば
五
日
人
は
岡
家
を
一
地
上
の
上
常
と
し
て
崇
仰
せ
含

る
可
か
ら
歩
、
然
t
り
一
向
し
て
自
然
を
曾
得
す
る
乙
i
ζ

容

易
な
ら
・
一
少
と
せ
ば
、
岡
氏
を
了
解
す
る
は
真
に
無
限
に

困
難
な
L
り
と
知
る
可
し
(
法
律
折
口
皐
第
二
必
ニ
節
)

精
紳
は
喰
白
血
宛
せ
る
唱
の
に
於
て
の
み
異
質
な
L
リ
、
図

民
的
紛
糾
北
ゐ
岡
家
は
美
諸
般
の
関
係
、
伶
川
仕
上
の
原
‘

則
、
披
に
個
人
の
意
識
を
普
及
す
る
所
の
法
律
な
1
9
、
一

従
っ
て
一
民
挨
の
憲
法
院
主
と
し
て
去
の
民
放
の
白
長
一

の
件
質
純
閣
の
如
何
仁
よ

b
て
定
ま
る
も
の
と
一
再
生
町
一

し

(

第

一

~

一

右

四

節

)

一

傘
破
織
は
濁
断
的
憲
法
を
商
理
方
に
布
わ
ん
と
し
て
失
一

敗
せ

b
、
憲
法
は
単
な
る
手
工
品
に
あ
ら
‘
下
し
て
、
幾

世
紀
の
滋
養
を
要
件
と
す
る
産
物
な
t
り。

傘
破
山
献
が
商
班
芳
に
血
ハ
ヘ
北
る
憲
法
は
西
人
が
従
来
維

持
し
来
れ
る
が
も
の
に
比
し
て
議
仁
令
躍
的
な
よ
り
し
な
λ
ソ

然
活
彼
等
は
之
を
全
然
彼
等
仁
不
趨
嘗
な
る
も
の
と
し

て
之
を
花
め

b
、
凡
そ
出
品
絵
は
人
民
の
権
利
思
想
の
表

明
仁
し
て
其
の
女
化
の
緩
潟
北
る
可
を
唱
の
な
λ
ッ
、
然

AJ・一P
7
ル
ば
某
の
憲
鈷
は
無
意
味
且
つ
非
盤
ハ
狸
な
よ
ツ
(
第

『
近
世
史
研
究
案
内
』
問

中

翠

長5

{)3 

同
脚
光
の
明
拐
な
る
に
於
て
、
ハ
イ
デ
ル
ペ
ル
ヒ
エ
」
磁
を

市
濁
に
争
へ
る
プ
ラ
イ
プ
ル
ヒ
大
皐
は
、
進
化
皐
者
ワ
イ

ズ
マ
シ
を
婦
と
し
立
、
種
々
の
方
面
に
於
け
る
知
名
の
碩

皐
を
網
羅
せ
ιリ
。
史
皐
に
於
て
が
も
パ
I
ロ
ゥ
、
マ
イ
ネ
ヅ

ケ
等
は
貨
に
濁
逃
史
界
の
重
鏡
花
λ
ッ
。
而
し
て
這
般
の
大

家
と
共
に
史
皐
の
講
座
を
携
任
し
て
近
世
史
を
競
b
つ、

あ
る
、
グ
ー
ゥ
オ
ル
ブ
講
師
(
六
十
五
年
六
月
十
一
一
一
日
生
)

は
今
同
司
近
世
史
椀
究
案
内
』
の
5
2
〈
ぎ
O

山内川何一ミログヨロ関

山口仏
u
w
m
ω
E仏
一
戸
日
仏
2
ロ
作
じ
ゅ
お
ロ
の
叩
切
の
げ
山
口
町
内
0

・
切
2
-
Z

MUS-
豆
-Hα

の
一
堂
日
を
一
公
に
し
て
、
欧
洲
、
近
世
史
碗
究

者
に
至
便
な
る
参
考
書
を
提
供
せ
ιリ
。
欧
洲
近
世
史
の
知

識
は
荷
く
も
数
育
あ
る
人
士
に
取

b
て
必
要
紋
く
可
が
ら

も
d

る
も
の
に
し
て
、
我
邦
に
あ
ιッ
て
が
も
此
種
ー
の
桝
究
に
志

3
ん
と
す
る
の
読
書
子
は
決
し
て
砂
し
と
な

3
ホ
ノ
乙
れ
余

が
敢
て
本
欄
に
於
て
粉
々
詳
細
に
ウ
オ
ル
ブ
講
師
の
新
著

を
紹
介
せ
ん
と
す
る
所
以
な
よ
り
。

雑

銭


